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＜活動内容＞かき氷 

＜準備品＞絵の具、筆、パレット、新聞紙、紙 

＜活動の流れ＞ 

事前に遊びの中でかき氷ごっこをする子どもの姿がある。 

何味が良いか聞き、絵の具(水多め)を用意し、 

筆でシロップをかけるように描いていく。 

＜子どもの声＞ 

・「メロン味」「イチゴ味」と言ったように子ども一人ひとりが何味にするか目的を持って取り組んでいた。 

ピンク、水色、緑で行い、全て混ざるとエメラルドグリーンのような色になった。「これ何色？」「みどりかな？」 

などと初めて見る色に疑問を感じながら友だちや保育者に伝える子どもの姿がある。 

色の変化を楽しむ姿やにじみ絵を楽しむ姿がある。 

＜振り返り＞ 

・日々の保育の中のかき氷ごっこ遊びから製作として子どもたちに提供した。色が混ざってしまうことがあったため、パレット内で色が混ざらないよう、

子ども自身の取った色味の変化が気付ける環境を整えたい。 

今回は３色のみだったが次回はまた異なる色味を試していけると良い。 


